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『「四国人財育成塾」立ち上げのためのシンポジウム』を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．日 時  令和３年２月３日（水）１３：００～１７：３０（開場１２：００） 

 ２．会 場  JR ホテルクレメント高松 3 階 飛天の間（一般の方はオンライン参加になります。） 

３．次 第 【第 1 部】「今後の日本、四国の在り方―2030 年代の社会を見据えて―」 

      ◆特別講演：山極壽一氏（前京都大学総長） 

      ◆特別対談：山極壽一氏（前京都大学総長） 

            浜田恵造氏（香川県知事） 

            筧  善行（香川大学長） 

       司会進行：鴨居真理子氏（RNC 西日本放送アナウンサー） 

       【第 2部】パネル討論「哲学思想に基づく、災害を乗り越えるための人財育成」 

      ◆パネリスト：野本粋浩氏（国土交通省四国地方整備局統括防災官） 

             新井智也氏（NEC ネットワークサービスビジネスユニット新事業推進本部長） 

             真鍋康正氏（ことでんグループ代表） 

             木村麻子氏（高松商工会議所青年部直前会長、日本商工会議所青年部） 

             野口 修司（香川大学医学部臨床心理学科准教授） 

      総合討論進行：金田義行（香川大学学長特別補佐、地域強靭化研究センター長） 

 ４．主 催  香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 

   共 催  香川県、大学コンソーシアム香川 

後 援  国土交通省四国地方整備局、四国経済連合会、四国商工会議所連合会 

NHK 高松放送局、RNC 西日本放送、四国新聞社 他 

協 力  徳島大学、鳴門教育大学、愛媛大学、高知大学、徳島県、愛媛県、高知県 

 

 この度、『「四国人財育成塾」立ち上げのためのシンポジウム～ポストコロナ社会と共災社会を踏まえ

た四国版ニューノーマルを考える～』を開催します。 

 現在、世界は新型コロナウィルス災禍にあります。この感染症を終息させ、ポストコロナ社会をどの

ように構築するかは、私たちにとって喫緊の課題であり、コロナ前との思考変容が必要です。 

また、高い確率で発生が予想されている「南海トラフ巨大地震」や「首都直下地震」などの国難級の

災害対応についても最重要課題です。 

一方で、AI や 5G を活用した社会システムが著しく進歩しており、これらの技術革新に柔軟に対応で

きる「人財」の育成も不可欠です。 

このように、ポストコロナ社会においては感染症、災害、最新科学技術の利活用、さらには少子高齢

社会、環境変動といった様々な社会課題対応が求められます。 

こうした課題に対応できる「人財」の育成を推進するため、「四国人財育成塾」の立ち上げを予定し

ています。これに先立って、キックオフイベントとして下記のとおりシンポジウムを開催します。 

 お問い合わせ先  

   香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 

企画調整室 藤澤、谷 

TEL：087-832-1651 又は 087-864-2544 






